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ジュリエット・ポパード、 
ヘクター・キャスグラン、 
エイドリアン・キャスグラン

ロンシャンは、独立系の家族経営企業
として自社の理念を大切にしながら、
迅速な意思決定を行うことのできる 
自由を享受しています。78年の歴史を 
通じて、革新と伝統の精神を掲げ、 
真正性と責任性を遵守しながら未来に
向けて歩み続けてきました。

総祖父母や祖父母、そして両親の世代
によって、社員を深く思いやる社風が
構築され、社員とのきずなが育まれま
した。今日、企業は提携業者や供給業
者との長期的な関係性を築くことで、
この社風を受け継いでいます。複数 
世代にわたる取り引きの行われている
企業もあります。長期的な関係性は、
メゾンにおける理念の一根幹をなして
います。

創業者の創造力にあふれた好奇心と
斬新なアプローチに導かれ、メゾン
では、長く愛用され、日々をアップグ
レードする時代に左右されない製品を
提供してきました。4世代にわたって、
あらゆる意思決定は、高潔性と品質を
基準に行われています。

2026年にBコーポレーションの認証
を受けたことで、メゾンの新たな 
マイルストーンが達成されました。 
この認証によって、メゾンの長年に 
わたる取り組みが公に認められ、 
体系化、強化されました。認証取得は
ゴールではありません。メゾンの 

取り組みにおける進捗状況を測定し、
ポジティブなインパクトを高め、 
企業モデルをグローバルなサステナ 
ビリティプログラムと同期させる 
追加的なフレームワークとして機能 
します。

企業コミットメントに忠実に、創業者
ビジョンの延長線上に立ち、メゾンの
CSR変革が実現されていきます。社員
各位の福祉や、創造性の支援、 
サヴォアフェールの継承を保証しな 
がら、より持続可能な未来を築いて 
いきます。セグレでは、1950年代後
期からリペアアトリエが運営されて 
います。このアトリエにおいて、 
メゾン製品の寿命を延長させ、独自の
鑑識を継承するというコミットメント
が具現化されています。

当文書を通じて、企業の社会的責任
（CSR）にまつわるロンシャンのさま
ざまなアプローチにフォーカスしてい
きます。長年に渡って築かれた企業の
慣行、過去1年間の組織的な達成に 
触れていきます。メゾンの歩むべき 
方向性は、社員一同の取り組み、 
尽力とともに形づくられます。
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ロンシャンにおけるサステナビリティ政策： 
10の重要な日付

1948年：創業  

ジャン・カスグランが、不買品の 
パイプをレザーで覆ってラグジュア
リーな品に変えながら、企業を立ち 
上げます。「無駄は存在しない、 
すべてはつくり変えられる」という
モットーが掲げられます、』メゾンの
職人技鑑識における理念がうかがえ 
ます。

1959年：先見性

フランスのセグレに初の工場を開設。
品質と職人技をより厳格に管理できる
よう、ロンシャンの製造工程を企業 
戦略に統合。これにより、真正かつ 
持続的な製造ラインが実現されます。

1972年：コラボレーション

アーティスト セルジュ・メンドジスキ 
との初のコラボレーション。この 
コラボレーションを機に、メゾンの 
継続的なクリエイティビティ活動が 
始まります。

1993年：独創性

創意工夫にあふれたフィリップ・ 
キャスグランが、「ル・プリアージュ®」 
を考案。キャスグランの先見的な 
アプローチによって、制作パーツが 
最小限に抑えられ、廃棄量低減に向け
てバッグサイズも最適化されました。
長く使用できるエコデザインが登場 
します。 

2012年：継承  

セグレにトレーニングアトリエが 
設けられ、ロンシャンのスキル継承が
新たな段階を迎えます。8年間で 
100名以上のレザー職人が育成されて
います。多くの参加者は新たな 
キャリアを志向して参加しています。
今日、トレーニングはロンシャン 
アトリエに統合されています。

2014年：長寿命  

ロンシャンはリビングヘリテージ 
カンパニー（EPV)に認定されてい 
ます。このラベルは、比類のない 
産業技術と職人技を有したフランス 
企業に認められます。2023年、 
メゾンが再びEPVラベルを取得 
します。

2019年：イノベーション  

ブラスチックボトルをリサイクルした
ポリエステル製「マイ プリアージュ ® 

シグネチャー」の誕生。継続的な 
イノベーションの発端となり、 
同じくリサイクルナイロン製の 
「ル プリアージュ」®、「ル プリアージュ  
グリーン」への移行も始まります。

2022年：「リプレイ」めぐる  
イニシアティブ

このほかにも、リプレイコレクション
といったイニシアティブを通じて、 
廃棄物削減に向けたメゾンの取り組み
が強化されます。

2024年：気候変動政策  

気候変動戦略2033の策定。2033年 
までに、二酸化炭素の自社グローバル
排出量30%削減が掲げられます。

2026年： Bコーポレーション認証

メゾンの取り組んでいる社会、地域 
社会、環境にまつわる取り組みが、 
厳格なグローバル認証であるBコーポ
レーションに認められ、改善に向けた
継続的な取り組みに対する追い風と 
なります。

ロンシャンの理念  

1948年の創業以来、アルチザンと 
歩むブランドとして、長く用いること
のできる職人技の映し取られた製品を 
提供してきました。お客さまが一生に
わたって使用でき、次世代に継承で 
きる製品づくりをモットーとしてい 
ます。エクセレンスとクオリティを 

志向するメゾンのサヴォアフェールは、 
4395名の社員間で共有されています。
パリの工房、世界各国の店舗には、 
永続性、誠実性、創造性に支えられた
好奇心、オプティミズムというメゾン
の価値観が具現化されています。 
78年の歴史を通じて、あらゆる関係者 

の貢献に敬意を示し、長く使用する 
ことのできる真の素材を重んじる 
ことで、比類のないサヴォアフェール
を継承してきました。そして今、 
気候変動にまつわる課題に対処する 
ための創造性と革新性が養われてい 
ます。

ダイナミズム
アクションやイノベーションに対する
意欲。 

誠実性
意義にあふれたアクションへの 
志向性。 

長寿命
時の試練に耐える企業と製品。 

オプティミズム
自身と第三者に対する厚い信頼。

創造的好奇心
オープンマインドで世界と向き合う 
ことから生まれるインスピレーション。

独立系の家族経営企業ロンシャンは、パリを拠点とし、グローバルな視座
を掲げています。メゾンでは、長く愛用することのできる、意義を有した
美しい製品の製造を行っています。

78年にわたるイノベーション、そしてトレンドに左右されないアプローチ
は、ロンシャン・ホースのロゴに象徴され、動きに彩られたエレガンスが
体現されています。メゾン独自の価値観に忠実に、伝統的なクラフツマン
シップを守り続けることで、メゾンの進化が達成されています。

オーセンティシティファミリーの起源、独自の職人技、誓約に対する遵守。

エナジー クリエイティビティや、起業家精神の糧となる集団的な 
エナジー。
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ロンシャンでは、つねに地球と地域社会に対する配慮を重んじてきました。
これまでの取り組みや新規の取り組みを軸にしたCSR戦略を通じて、企業
慣行のたゆまぬ改善に尽力しています。わたしたちは、独自の創造性から
よりサステナブルな未来が開かれると考えます。

サヴォアフェール

アトリエチームの有する比類のない 
鑑識によって、カスタマー各位に向け
たすぐれた品質が実現されています。
この鑑識には、原材料の品質や 
トレーサビリティの厳格な管理、 
新しい技術や技法の開発といった、 
サステナビリティへの配慮が考慮され
ています。

–  メゾンアトリエにおける職人技の 
継承と発展 

–  製品デザインにおけるエコアプロー
チの推進  

–  メゾンのサプライチェーンにおける
透明性の向上

チーム

ロンシャンでは、人材育成の基盤 
として、安全、健全、ポジティブな 
勤務環境が促進されています。多様性
と包摂性に対するコミットメントに 
基づき、職場における質の高い日常 
環境が志向されています。共通の価値
観に基づき、労働条件ならびに個々の
福祉の改善につながる集団、個別の 
課題に対処しています。 

– トレーニング、自律性の育成 

– 機会均等の保証

– 他者に対する配慮

CSR戦略とゴール

私たちの地球

環境保護は、優先事項としてメゾンの
CSR戦略の中核に据えられています。
毎年、改善点が洗い出され、温室効果
ガス排出量を低減に向けて、カーボン
フットプリントが評価されています。
カーボンニュートラルにシフトできる
よう、より持続可能な循環型モデルを
採用することで、グローバル資源に 
対する企業インパクトを低減させて 
いきます。

–  気候変動にまつわる課題評価と 
意識感化 

–  環境負荷の低減

- 循環型経済の推進

ガバナンス   

確かなガバナンスを通じて、社会、 
地域社会、環境にまつわる課題が、 
企業戦略上の意思決定と経営プロセス 
において考慮されています。体系化 
された枠組み、構造化された組織に 
基づいたガバナンスには、戦略的 
マネジメント、業務遂行、そして 
地域の当局が考慮されています。 
ガバナンスは、カスタマーや 
サプライヤー、パートナー、投資家、
地域社会といった社外ステーク 
ホルダーとの対話、ならびに 
透明性を旨とし、取り組みの共有や、
進捗状況の報告、継続的な改善体制の
育成が行われています。長期的な 
視野で、CSRイニシアティブの 
インパクトや一貫性、信頼性を高め、
社内における整合性、ならびに外部に
向けた透明性が保証されていきます。

社会におけるメゾンの役割

メゾンは、ステークホルダーと手を 
取り合って具体的な変化を実現し、 
積極的な社会貢献を果たしています。
サヴォアフェール、アート、デザイン、 
ファッションを通じて、新たな才能を 
支援し、創造性の育成に寄与して 
います。地域社会の支援、次世代の
アーティスト・デザイナー育成は、 
メゾンのCSRコミットメントに 
おいて、次に挙げられる柱を構築して
います。2026年に取得されたBコーポ
レーション認証に力を得て、非財務的
な活動を企業戦略のコアに統合する 
ことで、これらのゴールが強化されて
いきます。

– 地域社会に対する支援

- 創造性に対するサポート 

–  アーティストに対する支援、 
クリエイティブプラットフォームの
提供
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1948年：  ロンシャン創業 キャスグラン・ファミリー の4世代

世界各国における小売拠点：142
（直営店ならびに提携店舗）

直営店：360

世界各国における直営の系列会社：25

5大陸80か国

社員数：4395
管理職に占める 
女性比率：69%

販売職：2283

製造職：1430

サポート職：682

社内制作拠点とゾーン：
フランス（セグレ、レマラール、エルネ、 
シャトー・ゴンティエ、プゾージュ）、 
モーリシャス（ポートルイス）、 
チュニジア（チュニス） 

社外生産拠点とゾーン：
フランス（モーレヴリエ、ショレ）、チュニジア 
（カルタゴ、グロンバリア）、モロッコ（カサブランカ）、
ルーマニア（ファラガス）、中国（東莞、常州）、 
イタリア（ヴィチェンツァ）、スロバキア（ビトカ）、 
ポルトガル（サン・ジョアン・デ・ヴェール）、 
ベトナム（ホーチミン市、ハノイ）

数字で見るロンシャン
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Bコーポレーション認証：  
重要なマイルストーン

2026年、Bコーポレーション認証を 
取得。経済的パフォーマンスとポジ
ティブなインパクトの両立を志向する
企業コミュニティに名を連ねます。 
独立系NGO組織B Labが運営する 
同ラベルは、社会、環境、ガバナンス
にまつわる責任性、透明性に対する 
厳格な認定基準を満たした企業に与え

られます。91ポイントを獲得した 
ロンシャンは、必須基準の 
80ポイント、社内ゴールであった 
90ポイントをともに上回りました。

認証システムは、国際的な枠組み 
「Bインパクトアセスメント（BIA）」に
準じ、ガバナンス、社員、地域社会、
環境、カスタマーの5分野にわたる
300超の質問で構成されています。 
このアプローチを通じて、ビジネス 
モデルならびにそのインパクトに対 
する360度の視座が獲得されます。

2022年に導入された認証プロセスは、
初期評価、アクションプラン、実践に
おける改善、エビデンスの収集、 
最終監査という各段階を経て実施され
ます。ロンシャンが活動を展開して 

いる主要地域（ヨーロッパ、アジア、
北米、フランス国内の制作拠点と 
本社、チュニジア、モーリシャス）に
おいて、5ステップの評価が実施され
ました。 

それぞれの評価は、ポリシーや契約、
報告書、プロセス、財務データといっ
た具体的な証明によってサポートされ

ています。3年間の準備期間を経て、 
B Labの主催する約4ヶ月にわたる 
詳細な監査が行われました。

監査に伴ってメゾンの定款が改正され、 
企業戦略上の意思決定に、社会、地域
社会、環境上のインパクトが盛り込ま
れました。ポジティブなインパクトの
追求と経済的パフォーマンスが同列に
置かれ、企業の取り組みにおいて 
長期的な持続可能性が保証されます。

B コーポレーション認証の取得は、 
ロンシャンのCSR活動における重要
なマイルストーンをマークします。 
確固とした事業基盤、ポジティブな 
インパクトをもたらすビジネスモデル
の実現が、獲得スコアで評価されて 
います。Bコーポレーション認証は、

単なる外部評価ではありません。 
戦略的な経営ツールとして機能し、 
企業のプライオリティを設定し、部門
横断的かつ測定可能なアプローチで、
あらゆる社員に関与するものです。

ロンシャンの企業慣行に独立的な 
評価が供給されることで、ブランドの
信頼性にもつながります。課題間の 
優先順位決定、戦略構築、継続的な 
進歩の推進に向けた明確なフレーム
ワークとして機能します。才能ある 
人材にブランドの魅力をアピールし、
サステナブルブランドとしての 
国際的イメージを強化することにも 
つながります。

CSRガバナンス

Bコーポレーション認証に触発され、
企業内で真の改革が始められました。
100名を超える社員がプロジェクトに
直接関与し、あらゆる事業部門と地
域間に連携体制が生み出されました。
CSRアンバサダーのサポートのもと、
各国において、データ収集、新規プロ
ジェクトの実装、認証基準への準拠に
向けた業務改善が進められました。 
共同的な取り組みから、恒常的なCSR
ガバナンスの体制が立ち上げられ、 
認証取得から数々のプロジェクトが 
生み出されました。

構造化された、 
進化するガバナンス体制

ロンシャンにおけるCSRガバナンス
には、戦略的なオリエンテーションと 
経営上の実装が組み合わされています。 
先ごろ、より一貫した部門横断的な 
体制にアップグレードされています。
ロンシャンでは、CSRプロジェクトの
運営監視をつかさどるインパクト 
委員会が置かれていました。今日、 
同委員会は、下掲の新たな2組織で 
代替されています。子会社や制作拠点
で展開されているCSRアンバサダー
ネットワーク、そしてボランティア 
活動と寄付に向けたライド4グッド 
プログラムの主導者で展開されて 
いるグループ活動は、引き続き展開 
されています。これらの組織活動を 
通じて、あらゆる事業部門と地域に 
おいて、CSRにまつわる取り組みが 
実装されています。

Bコーポレーション認証やエレベート
ストラテジーの一環として、組織が 
再編され、コミュニケーションの 
効率化、全般的な連携の強化が進め
られました。エレベートストラテ
ジーは、ロンシャンにおける2023～
2028年間の戦略プランです。製品や
流通ネットワーク、サービス提供、 
コミュニケーションといったさま 
ざまな側面で、包括的な提供体制を 
もとに、企業成長の加速化が行われ 
ます。

引き続き、ロンシャンプレジデント 
ジャン・カスグランが議長を務める
CSR執行委員会（CODIR RSE）を 
中心としたガバナンス体制が敷かれ 
ます。同委員会によって、年間優先事
項の承認、戦略における一般的な方向
性の定義、社会・地域社会・環境に 
まつわる課題が企業戦略に統合され、
非財務的なパフォーマンスが監視 
されます。

また、新たに2つの組織が立ち上げら
れました。1つ目の組織は2ヶ月ごと
に開催されCSRの運営関係者（アンバ
サダー、プロジェクトコントリビュー
ター、ライド4グッドのリーダー）が
招集されます。これを通じて、部門 
横断的な連携、ベストプラクティスの
共有、グローバルスケールにおける 
イニシアティブ調整が進められます。

2つ目は、全社員に開かれた四半期ご
とに開催されるミーティングとして、
CSRプロジェクトのメリット紹介、 
戦略的優先事項の概説、質疑応答の 

機会を提供します。このようなアプ
ローチによって、透明性が高まり、 
さまざまな課題に対する社内の共同
責任性が育まれます。透明性や社内に
おける取り組み促進をサポートする
CSRニュースレターが定期的に刊行
されます。 

エコデザイン委員会、気候変動戦略を
扱う年次会議、あるいは非財務データ
の収集と正確性を担う委員会といった
特定組織によって、主要プロジェクト
が推進されていきます。

このような進化を受けて、並行的な 
組織構造を統合的なアプローチに 
代替し、情報フローの改善や一貫性を
確保し、全チーム動員体制で、CSR 
ガバナンスを単なる認証取得に限定 
することなく、部門横断的で長期的な
推進力として活用していきます。 
パリ本社に置かれたCSRチームが、 
引き続き調整役を担い、アプローチ 
全般に一貫性を担保し、重要業績評価
指標（KPI）の監視を行います。
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ダブルマテリアリティ  マトリクス

ステークホルダーの期待を考慮するこ
とで、ロンシャンにおけるCSRリスク
や課題の特定、予測、優先順位付けが
行われ、CSR戦略における妥当性や 
有効性が担保されます。

このアプローチは、分析と優先順位 
付けにおけるコアツールとなるダブル
マテリアリティマトリクスに基づいて
います。2025年に欧州企業サステナ
ビリティ報告指令（CSRD）が施行さ

れたことを受けて、同マトリクスが、
新規規制要件に合わせて更新されま 
した。CSRDは、ダブルマテリアリ
ティの原則に基づいています。 
すなわち、企業が社会と環境に与える
影響、そしてこれらの事象が企業にも
たらすリスクや機会の双方が評価され
ます。ロンシャンでは、欧州サステナ
ビリティ報告基準（ESRS）に照合し
ながらCSRにまつわる争点を継続的

にマッピングし、これらの分析結果を
戦略計画に統合させてきました。この
ようなアプローチを通じて、優先事項
を明確化し、環境、社会、ガバナンス
にまつわる課題をメゾンの意思決定 
プロセスに確実に統合できるように 
なります。

ステークホルダーのエコシステム
ロンシャンにおけるCSRガバナンスの 
構造と進化を受けて、ステークホル
ダー間の対話が促進され、企業の社会
的責任アプローチにステークホルダー
の期待や寄与が盛り込まれます。

ロンシャンでは、自社の企業活動から
直接的な影響を受けるステークホル
ダーに特別な注意を払っています。 
ステークホルダーのニーズや意見を 
統合しながらCSR戦略を改善させる
ことで、恒常的な満足度に結び付けて
います。このアプローチを通じて、 
情報に基づいた意思決定を行い、 
社会と環境に対する責任を果たすと 

いう企業コミットメントを果たし 
ます。ステークホルダーのなかでも、
企業社員とカスタマーが直接的な 
影響下にさらされています。ステーク
ホルダーは企業との距離に準じ、次の
ように表されます。最も距離の近い 
ステークホルダーが円の中心、最も 
遠いステークホルダーが外側に配置 
されます。ステークホルダー各位に 
力を得て、ロンシャンにおけるCSR 
コミットメントが継続、強化されて 
いきます。

方法論  

最初に、あらゆるステークホルダーが 
特定されました。次に、財務や 
ブランドイメージにおけるステーク 
ホルダー、企業間の相互インパクトを
評価するマネージャーが任命され 
ました。評価の分析結果が、社内 
ワーキンググループのレビューを 
経て、CSR執行委員会によって承認 
されます。

この分析内容が、期待やインパクトを
組織立ったCSRプライオリティに 
置き変えるダブルマテリアリティ分析
の起点となります。

非物質的な問題：E1 エネルギー、E2 大気汚染、E2 マイクロプラスチック汚染、E3 水生・海洋資源、 
E5 循環型経済 - 廃棄物、S1 その他の雇用権利（自社従業員）、S2 平等な待遇（サプライチェーン）、54 消費者情報、 
GI 企業文化、GI サプライヤー関係管理

次に概説される課題やリスクは、分析の結果を受けて、もっとも重要な領域にあると判断されています。

イ
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ガバナンスにまつわる課題

動物福祉

動物由来の原材料を使用する 
ロンシャンは、動物福祉に対する 
責任を有します。法令に準拠しない
慣行は、動物に危害を与え、カスタ
マー、NGO、当局に重大な懸念を 
引き起こします。

倫理的な慣行を保証することを通じて、 
企業としての信頼を保ち、さまざまな

悪影響を低減し、企業に対する評判、
規制上のリスクを回避することに 
つながります。

企業倫理、腐敗防止、 
内部告発メカニズム

企業は、自社の活動を通じて、 
企業倫理、腐敗防止、商慣行を脅かす
リスクにさらされます。監視システム

や内部告発システムがなければ、 
高リスクを特定・対処することが 
できず、ステークホルダーの信頼 
喪失、人権侵害、企業評判の劣化を 
導きます。これらのシステムは、 
責任ある事業慣行を保証し、ビジネス
関係を安定させ、信頼を強化するに 
あたって欠かすことができません。

レポートで扱われる主な課題

ダブルマテリアリティマトリクスに
よって特定された社会・社会的な 
課題は、「ロンシャンファミリー」 
ビジョンの一環として、「チーム」と
「企業」の柱において詳細されます。

気候変動、資源管理、汚染、 
生物多様性、循環型経済といった 
環境関連の課題は、「メイド バイ  
ロンシャン」のビジョンとして 
扱われ、「地球」と「鑑識」の柱で 
詳細されます。

倫理やリスク管理といったガバナンス
関連の課題は、メゾンの戦略に統合 
され、「ガバナンス」の柱で詳細され
ます。

CSRにまつわるリスクと課題

本セクションで紹介されているリスクと課題は、ダブルマテリアリティマ
トリクスの結果から直接的に導き出されています。ロンシャンの企業活動
からもっとも大きな環境・社会インパクトを受けうる領域、そして企業に
重大なリスクや状況をもたらしうる領域に関連付けられています。

ロンシャンのCSRにおける優先事項として、本レポートの各セクションで
提示されているアクションやコミットメント、指標を導きます。

環境問題

気候変動、緩和と適応

ロンシャンの企業活動において、 
サプライチェーンの様々なプロセス、
とりわけ調達、制作、輸送から温室 
効果ガスが排出されています。この 
インパクトが気候変動を引き起こし 
ます。そこで、企業のカーボンフット
ポイントを低減させ、持続可能な 
アプローチで企業慣行を最適化させる
重要性が浮上します。

気候変動によりサプライチェーンが 
異常をきたし、特定の素材への 
アクセスが阻害されたり、製品の 
遅延を発生させることが考えられま
す。また、異常気象が頻発するに 
つれて、社員の健康や安全リスクも 
高くなります。

循環型経済

ロンシャンが取り扱うレザー製品、 
ラグジュアリー製品は、天然資源に 
大きく依存しています。原材料の 
調達や、廃棄物処理のプロセスから 
環境インパクトが派生します。気候 
変動、資源の枯渇、生物多様性の喪失
といった課題にさらされている今日、

製品の設計や使用、リサイクルを 
再考する循環型経済が、持続可能な 
企業活動に向けたキーソリューション
として注目を集めています。

汚染

ロンシャンの行っている製造、物流 
活動には、化学物質の使用や水消費、
制作廃棄物、輸送が伴い、さまざまな
形態の汚染が引き起こされます。 
この汚染から自然環境が破壊され、 
水質や生態系に悪影響がもたらされ 
ます。

汚染はまた、水ストレスの悪化、 
気候変動の促進、社員における事故や
職業性疾病のリスク増大といった 
間接的な影響を派生させます。

生物多様性  

生物多様性の危機は、主に気候変動や 
生物多様性の喪失に結び付けられます。

ロンシャンの活動は動物由来の原材料
を使用しているため、生態系に直接的
な影響をもたらします。森林破壊、 
自然生息地における環境劣化も、 

一大懸念事項となっています。これら
のリスクは、生物多様性の喪失を 
引き起こすとともに、環境全般や 
メゾンの事業活動に要される天然資源
にも悪影響をもたらします。

社会問題  

社員の労働条件、健康、安全、 
福祉、平等な待遇

ロンシャンにおける企業活動は、 
社員に対する直接責任を伴います。 
健康、安全、福祉、平等が保証される
よう適切な措置が講じられなければ、
職場における事故、職業性疾病、基本
的人権の侵害といった深刻な影響が 
社員間に招かれます。また、採用や 
人材リテンションにおける悪影響、 
労働争議、勤務環境の悪化といった 

企業に対するインパクトも派生し、 
メゾンの業績や評判の低下につながり
ます。

サプライチェーンにおける  
労働条件と平等な待遇

ロンシャンの企業活動は、パートナー、 
サプライヤーにおける労働条件に 
間接的な影響をもたらします。責任 
ある慣行、監視機構が伴わなければ、

サプライチェーンにおいて、健康、 
安全、人権、平等な待遇にまつわる 
リスクが発生し、労働争議や法令違反、 
サプライチェーンの乱れといった事態
がもたらされます。
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チーム

•社員一人当たりの平均トレーニング
時間： 8.3時間

• 自主退職率の制限：9.5%

• 平均勤続年数：5年

• 90% ：年次の満足度アンケート 
参加率（2023年比で5%アップ）

• 社員の78%：ロンシャンに 
おける勤務に満足（2023年比4% 
アップ）

• 69% ：管理職に占める女性比率

ロンシャンは、創業以来、家族という理念を大切にし、社員に対する特別
な配慮を行ってきました。誇りをもって、人材育成につながる尊重とイン
スピレーションにあふれた職場環境を提供しています。メゾンの人事ポリ
シーは、鑑識の継承やチームワーク、女性の管理職昇進をはじめとした、
職業上の平等を軸に定められています。この原則は具体的な指標によって
裏付けられ、相互信頼と責任共有をベースに長期的なチーム成長を促進す
るというメゾンのコミットメントが反映されています。
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機会均等の保証

ロンシャンでは、インクルージョンに対するコミットメントに準じ、多様性を
尊重し、あらゆる形態の差別撲滅に尽力しています。手を取り合って働くこと、
あらゆる人の尊厳と自由を重んじることを通じて、社員各位における成長と 
エンパワーメントを支援しています。 

障がい者に対する支援

ロンシャンは、社内における提携、 
専門機関との提携体制を構築し、 
障がい者のインクルージョンを 
促す体系的なアプローチを実装して
います。2025年度に、具体的な取り
組みが実装されています。たとえば、
Duodaysへの参加が更新されてい 
ます。同プログラムでは、7名の 
社員が障がい者とペアになり、 
キャリアパスの模索や専門能力開発の
機会をサポートします。

また、ノワイヤン＝ラ＝グラヴォワイ
エールにあるCap Anjou Bleuといっ
たESAT（就労支援施設・サービス）、
その他インクルーシブな企業との 
連携が行われています。オンライン 
ストアチームを対象にした4週間の 
インクルージョンワークショップを 
開催し、ホリデーシーズンに向けた 
ギフトラッピング業務にフォーカス 
して、チームにおける段階的な統合を
サポートし、社員の意識感化に取り 
組んでいます。文書の保管、ラベル 
付けといった業務は、インクルーシブ
な企業に委託されています。

2025年以降、フランスのショレに拠点 
を置くインクルーシブな企業AMIPI 
との間にパートナー体制が結ばれて 
います。このコラボレーションは、
キーホルダーやバッグ用のレザー 

アクセサリーの制作を機に始められま
した。以来、AMIPIチームとの間に緊密 
な関係性が築かれ、メッシュバッグの
開発支援に向けて、チームのスキル
セットや鑑識が段階的に拡大されて 
います。スキル開発のサポートを 
通じて、段階的にチームの育成や 
安定した長期パートナーシップを 
実現できるようになります。

コラボレーションを展開することで、
鑑識の保持と継承、職業的なインク
ルージョン促進につながります。 
今日、インクルーシブな企業とのコラ
ボレーションは、ニーズに応じて適用
される一企業慣行となっています。

パリの本社では、このイニシアティブ
に触発され、インクルーシブで配慮に
あふれた文化育成に向けた追加的な 
活動が実現されています、6回にわたる 
ディザビリティ啓発ワークショップ、
心理的な安全性にまつわる2時間の 
カンファレンス、14時間にわたる 
メンタルヘルスの応急処置トレーニン
グコースが実施されました。

ジェンダー平等の推進

ジェンダー平等は、ロンシャンが理念
に掲げる責任と公平性に結びつけられ
た大切なコミットメントです。報酬、
キャリアアップ、リーダーシップへの
アクセスは、関連指標に照らし合わさ
れたスキルや実績をベースに判断さ
れ、定期的に格差の監視が実施されて
います。

フランスにおいて、男女平等指数を 
通じて、賃金と昇給、昇進上の格差、
産休後の女性社員ステータス、高所得
層に占める女性の率が測定されてい 
ます。

2025年度は、男女平等において高水
準が維持されています。パリ本社は、
同指数100点満点中で92点を獲得し、
数々の主要指標、なかでも個々の 
昇給、産休からの復帰、高所得層に 
おける女性の割合において、すぐれた
パフォーマンスが記録されています。
一方の昇進指標では一時的な低下が 
観察され、調和のとれたキャリア開発
に向けて、厳格なモニタリング下に 
置かれています。

フランス国内の店舗は、同指数100点
満点中で89点を獲得し、2024年比で
10ポイントの上昇が記録されていま
す。この進化は、昇進指標の回復を 
受けて、過去最高水準に達したことに
大きく起因しています。昇給、そして
産休復帰における平等性も確認されて
います。2025年度のスコアには、 
さまざまな是正措置の実装、キャリア
パスの公平性に向けた注力が反映 
されています。引き続き高い水準を 
維持し、組織のあらゆる階層で女性の
比率を高めるための取り組みが行われ
ています。

報酬やリーダーシップ職へのアクセス
に限定することなく、企業全般のあら
ゆる水準において、雇用上の平等、 
女性のエンパワーメントに向けた具体
的なアクションが取られています。 
具体的には、個々のキャリアパス 
開発、より大きな責任性の委任、 
女性の寄与促進を通じたローカル 
イニシアティブが実装されています。

ロンシャンのＨＲチームによって立ち 
上げられた「ウーマンプログラム」は、 
2025年度「ヴィクトワール デュ  
キャピタルユマン」アワードで、 
栄えあるゴールドトロフィーを獲得し
ています。

トレーニングと能力開発を用いたエンパワーメント

ロンシャンでは、責任ある雇用主として、社員各位の個人的、キャリア上の成
長をサポートしています。社員のスキルならびにキャリアの開発を強化させ、
チームエンゲージメントのコアに据えられた総合的な社員福祉の向上に努めて
います。

給与制度による経済的自立の支援

2025年、各国における平均給与の 
詳細分析が実現され、報酬レベルが、
各地域の市場と各職務に任された 
責任性に見合っていることが確認され
ています。このレビューによって、 
報酬における競合性、社内給与体系の
一貫性が確認されました。報酬面に 
限定することなく、公平性と評価を 
踏まえた取り組みが行われています。
昇進の基準を明確化し、キャリアパス 
に一貫性を確保することを通じて、
チームの信頼とエンパワーメントが 
可能になります。

トレーニングを通じた差別の撲滅

27カ国で事業を展開するロンシャンは、 
文化、社会、規制の異なる環境にさら
されています。包括的で公正な慣行を
享受した多様性に力を得て、集団的な
パフォーマンスやイノベーションが
促されます。2025年に、ダイバーシ
ティ・エクイティ・インクルージョン
（DEI）に特化した研修プログラムが 
引き続き実施されています。研修 
セッションを通じて、無意識の偏見を
理解し、差別的な状況を防止し、 
とりわけ管理職におけるインクルー 
シブな慣行が促進されていきます。

ダイバーシティ・エクイティ・ 
インクルージョンポリシーは、 
ロンシャンの4大柱に基づいてい 
ます。すなわち、機会均等の確保、 
差別の防止、文化・世代・性別に 
おける多様性の尊重、そして管理職の
おけるインクルーシブな慣行採用に 
基づいて定められています。この 
ポリシーは、尊重、公平性、説明 
責任をベースとし、恒常的な共有 
文化の育成をゴールとします。
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今回の受賞にまつわるベレニス・ 
オベール（インダストリアル部門 
HR開発マネージャー）の談話

今回のゴールドトロフィーは、 
ご自身とチームにどのような意義を 
有しますか？

何よりも、これまでチームの尽力、 
そして主要課題に対するロンシャンの
ゆるぎないコミットメントが認めら 
れたことになります。ウーマンプログ
ラムは、1年半にわたって、さまざま
なサポートを得ながら展開されてきま
した。この取り組みが、企業の枠内を
超えて認められたことを誇りに感じて
います。今回の受賞によって、ビジビ
リティを高め、さらなる進化を志向 
することができます。他企業の刺激と
なり、さまざまな重要課題における 
改善につながることを願っています。

ウーマンプログラムの概要を 
教えてください。

2023年、フランス国内における 
ロンシャン工場全般に導入され、 
ロンシャンにおける女性社員の平等性

と福祉に対するゆるぎないコミット 
メントが映し取られています。子育て
支援、乳がんの防止、性差別行為の 
撲滅、家庭内暴力の被害者支援という
4つのキー領域で構成されています。
意義のある具体的なアクションを 
実装し、全チームを包括的かつ持続的
なアプローチで動員していきます。

実装されたアクションについて 
教えてください。

プログラムを通じて、性差別行為や 
性的暴力をテーマとした研修、乳がん
に対する啓発キャンペーン、子育て
ワークショップ、授乳室の設置、 
家庭内暴力の被害者支援システム 
（緊急避難所の確保、心理的な支援、
法的支援）が展開されています。
プログラムの実装によって、 
実際に見られた効果や結果について 
教えてください。

目にみえる効果があり、社員の生活に
実際的な変化がもたらされています。
なかでも乳がんの予防、家庭内暴力の
撲滅に関しては、支援を要する人たち

に実際的なサポートを提供することが
できました。

職場における重要課題に対する意識 
改革や、タブーの打破にもつながり 
ました。経営陣、社員サイドからも 
強い力添えがあり、文字通りあらゆる
社員が一体となって変革を推進して 
います。

今後の展開について 
お聞かせください。

フランス国内の事業展開に向けた4大
領域において、さまざまなアクション
が継続されるかたわら、モーリシャス
やチュニジアにおける展開も強化され
ていきます。乳がん撲滅に関しては、
すでにアクションが明確化されて 
います。他3領域においては、キー
モーメントの強化が毎年進められて 
いきます。

ロンシャンでは、企業活動の展開され
ているあらゆる国にプログラムを 
拡大し、各国の女性をとりまく課題に
具体的な支援を実装することを目指し
ています。

他者への配慮

信頼を構築する  
アクティブリスニング

2025年、グローバルエンゲージメント 
調査「インサイド ロンシャン」が実施
され、90%の社員（3351名）が回答し
ています。メゾンのフィードバックと
対話に向けた尽力が大いに報われま 
した。エンゲージメントスコアが78%
に達し、2023年比で大幅な上昇が 
見られ、業界標準も上回っています。
社員と企業間のきずなの強さが示され
ています。

10名中8名の社員がロンシャンでの 
勤務に満足している、と回答し、 
ロンシャンを雇用企業として推薦し、
社員としての誇りを表明しています。
大多数の社員が、企業戦略の方向性を
把握し、戦略ゴールに賛同し、企業 
成功の一端であるという認識を有して
います。

また88%の社員が、今後12ヶ月間に 
退職する意志がないとし、信頼と 
ロイヤリティの高い水準が示されて 
います。これらは、鑑識と卓越性の 
存続における重要なベースとなります。

分析結果から、能力開発の機会、評価、
公正な報酬といった取り組みにおける
促進要素が特定され、これからの 
アクションプランに考慮されていき 
ます。特定の地域格差においては、 
現地の状況に対応させた個別アプロー
チが要されています。

チームの期待に的確に応えられるよう、 
26か国でそれぞれに実装されるグロー
バルアクションプランが策定されてい
ます。

調査の結果には、集団的なダイナミズ
ム、企業理念に対するコミットメン
トや結束力といった、持続可能なパ
フォーマンスに向けた真の原動力が示
されています。

報告と保護に向けた信頼性

安全で尊厳のある職場環境構築に 
向けて、あらゆる社員ならびに 
ステークホルダー各位に向けた倫理
ホットラインが設置されています。 
ロンシャンの価値観やインテグリティ
を侵害しうる行為を防止し、基本的 
人権の保護を保証します。

2025年1月より施行されたホット 
ラインを通じて、機密性の高い状況、
注意を要する状況を報告することが 
でき、関与者を擁護して、メゾンに 
対する損害リスクを軽減します。

安全なプラットフォームとして、 
やり取りにおける匿名性、機密性、 
そして被害者・通報者双方の保護が 
保証されています。外部ツールを利用
することで、信頼構築、公平な環境に
おける懸念の表明が可能になります。

行われた報告は、さまざまな部署から
選出された8名の社員による倫理委員
会に受理され、集団的かつ独立的で 
客観的な審査が行われます。各ケース
は、一貫性のある倫理原則の適用に 
向けて、現地チームとの連携体制で 
調査されます。

コンプライアンスの遵守を超え、 
真の防止ツールとして機能し、 
早期発見や是正措置、社内慣行の 
改善を可能にします。このシステムに
よって、企業文化の核に、社員の 
保護、フィードバックの考慮、尊重が
据えられていることが証明されて 
います。

がん啓発月間：予防支援に向けた
共同的な取り組み

2025年10月、ロンシャンならびに 
系列企業によって、予防、情報提供、
支援という共通理念に基づき、地域 
ごとに調整されたアプローチで、 
乳がん予防に向けた取り組みが実装 
されました。

大半の国において展開され、医療従事
者による講演、ウェビナー、自己検診
のワークショップ、オンサイト検診 
プログラムなどを通じて、情報アクセ
スの改善や意識感化がサポートされ 
ました。月間を通じて、情報提供の
枠を超え、シンボルを用いた装飾や
ウォーキングチャレンジを通じて、 
連帯感や団体精神促す集団的な取り 
組みが実現されています。

このようなダイナミズムのもと、 
ロンシャンでは、2025年11月に男性
の健康にまつわる取り組みが実施され
ています。前立腺がん、精巣がん 
などをめぐるタブーを打破し、早期発
見を促進させます。アトリエにおいて
対面式の啓発セッションが開催され、
広報キャンペーンを通じたサポートも
実施されています。このような取り 
組みに、健康をあらゆる人の福祉に 
向けた持続的で共同的な優先事項に 
するメゾンのコミットメントが映し 
取られています。
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社会におけるメゾンの役割  

ロンシャンでは、メゾンの歴史と理念の延長線上にある社会的貢献 を大切
にしています。地域社会の支援や、創造性の育成、さまざまな形態の文化
促進を手がけています。慈善活動、長期的なパートナーシップ、社会的意
識の映し取られたアートプロジェクトを通じて、人的、そして文化的な寄
与をもたらすアクションが実装されています。

2025年度においては、社員間エンゲージメント、慈善活動支援、クリエイ
ティブな才能育成という形態において、メゾンにおける持続的な社会的貢
献が行われています。

• 社員の47% が 
ライド4グッドプログラムに参加 

• ライド4グッドプログラムに 
参加する社員64%が、寄付または 
ボランティア活動を通じて参加

• 570 団体を支援

• 94 名のマダガスカル人女性が、
NGO団体ANAKAの支援で 
安定雇用を享受

• ロンシャンの支援を受けた100名の
アーティストが計300点の作品を 
展示。 
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地域社会への貢献

ロンシャンでは、社員エンゲージメントや社外慈善活動への支援を通じて、 
社会的な取り組みに寄与しています。ライド4グッドプログラムを通じて、あら
ゆる人が、ボランティア活動ないしは関心のある組織団体への寄付というかた
ちで、具体的なアクションを起こす機会が提供されています。また、メゾンと
理念を等しくする組織団体への支援を行い、ANAKAをはじめとした女性のエ
ンパワーメントに取り組む組織団体を継続的に支援しています。相補的な2つの 
アプローチを通じて、地域社会に寄与するというメゾンのねらいが遂行されて
いきます。

地域社会への支援   
ライド4グッドプログラム

2025年1月に公式に導入されたライド
4グッドプログラムは、ロンシャンの
社会貢献活動における大切な柱となっ
ています。地域社会貢献に向けた 
フレームワークを提供し、メゾンの 
社員が、1つあるいは複数の任意の 
団体をそれぞれに支援することが 
できます。

ロンシャンの理念に準じ、2つの 
アプローチを通じて社会貢献に参加 
できます。1つ目のアプローチは、 
プラットフォーム上で行われた寄付と
同じ額がロンシャンから拠出される 
金銭上の貢献、2つ目は、ボランティア 
活動参加を希求する社員に有給休暇を
付与するボランティアによる貢献 
です。 

ライド 4 グッドは、社会的貢献に 
加えて、有意義な活動に参加する 
機会を社員に提供します。異なる世界
に対する理解を深め、チームにおける
連帯感を創出すというヒューマニス
ティックな効果ももたらされます。

CSRプロジェクトマネージャー  
ヘレナ・ダマッセによるプログラム 
説明

ライド 4 グッドプログラムは、 
どのような意図のもとで立ち上げられ
ましたか？

ライド 4 グッドには、2つの願いが 
込められています。1つ目は、限られた 

財源で社会、環境、政治的な課題に 
尽力している団体を支援すること。 
2つ目は、社員に向けて社会活動に 
参加する機会を提供することで、 
新たな人生経験を積み、仕事に対する
意義を見出す切り口となることです。

地域におけるニーズやリアリティを 
把握したローカル団体による既存の 
取り組みを支援します。これらの 
団体に要される資金、人材、時間、 
人力を供給するプログラムが模索され
ました。ライド4グッドは、団体組織
とメゾン社員の双方をサポートする 
フレームワークとして設計されて 
います。

ロンシャンの企業活動が展開されて 
いる地域社会に寄与することで、 
メゾンのコミットメントが具現化 
され、メゾンの掲げるゴールや理念、
CSRに対するコミットメントが具体
的なアクションに変換されます。

ライド4グッドが、ロンシャンの 
パートナー企業とチームにもたらす 
メリットとは？

プログラムを通じて、企業に追加的な
支援が提供されます。社員による 
寄付金と同じ額がロンシャンから拠出 
される金銭的な支援が行われ、地域の 
プロジェクト発展に寄与します。また、 
ボランティア活動を通じて、具体的な 
ニーズに対して人的支援を供給します。 
たとえば、現地に赴いての支援、 
臨時的な支援、ロジスティクスや運営
に対するサポートを手がけます。

参加を希望する社員が、それぞれに 
関心のある活動に時間や労力を注ぐ 
ことができます。2025年までに、 
世界各地において570超の組織に向け
た支援が実現されています。各自が、
可能な範囲において、関心のある領域
に寄与しています。

ライド 4 グッドは、社員が自身の 
関心や、信条、可能性を考慮して参加
することのできるプログラムです。 
異なる社会の現実を知り、部門横断的
なスキルを開発し、ふだんとは異なる
環境で従事するという、学びの機会を
提供します。社員の経験を豊かにする
とともに、目的意識や帰属意識の向上
につながります。

ライド 4 グッドが、部門横断的な 
プログラムとなる理由とは？

ライド 4 グッドは、共同的で、部門 
横断的なプログラムです。CSRや 
人事、広報、財務、IT、営業チーム、
各事業部門における情熱ある社員が 
結集し、それぞれのプロフィールや 
鑑識とともに寄与します。

このようなダイバーシティが、真の 
強みとなっています。通常であれば 
出会う機会をもたない人々が、意義の
あるシェアプロジェクトを通じて共同
作業を実現できます。プログラムの 
重要要因として、地域に根ざした 
プログラム運営、イニシアティブの 
推進、社員の支援、各地域における 
文化・運営状況に応じた調整が行われ
ます。多くの参加者がすでに別の活動

経験を有しているため、企業のフレー
ムワークに自らの経験を生かすことで、 
リワードとしての責任性を果たす 
ことができます。社員の実際的な参加
によって、プログラムのグローバル 
ビジョンと各地域社会における実際的
なニーズ間のギャップが、適切かつ 
持続的にカバーされています。

2025年度の活動を通じて 
出された結論とは？

2025年の活動を通じて、あらためて
プログラムの重要性を確認することが

できました。1900名近くの社員が 
登録し、60%以上が、寄付やボラン
ティア活動に意欲的に取り組んで 
います。

数値もそうですが、初年度に、機会が
あれば積極的に加担したいという意欲
も確認されています。

今後の優先事項とは？

次のステップとして、これまでに生み
出されたダイナミズムをさらに強め、
維持していきます。たとえば、ボラン
ティア活動参加の容易化、各団体に 

対するインパクト向上、プログラムの
地域定着を担っていきます。地域社会
に寄与し、チームの結束力となる誠実
で意義深い共同プログラムを志向し、
さらなる注力を行い、スケールアップ
していきます。
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トレーニング、メンターシップを通じ
た雇用

LANA L� ATELIERで働く女性たちは、
このようなアクセス、トレーニング、
信頼に基づいたモデルを体験して 

います。彼女たちのストーリーを 
通じて、厳しい要請に置かれた支援環
境を得ることで、それぞれのペースで
ポテンシャルを開花できることが示さ
れています。

オリビア・フルーレット・ 
ラハリニリナ –  
ワークショップ・マネージャー

幼い頃に両親を失い、半血の妹の 
面倒をまかされたオリヴィアは、 
アシスタントとしてLANAに加わり
ます。持ち味の勤勉性、意志の 
強さで、たちまちに昇進を遂げます。
3年後には、アトリエマネージャーに
任命されます。

「LANA L�ATELIER 
でなければ、今日の 
ステータスを得る 
ことはできなかった
と思います。この 
ようなステータスは、
決まって外国人のもの 
なのです。幸運に、
私もこのチャンスを
つかむことができ 
ました。」

ヘリフィタヒナ・ラハリミノ –  
制作部門マネージャー

高校は卒業したものの、大企業就職 
への道が開かれていなかった彼女は、
かぎ針編みの職人としてLANAに 
入ります。段階的に工房のさまざま
な職種を習得し、現在の製造マネー
ジャーに達します。

「やる気を糧に、 
想像すら 
できなかった 
ステータスを獲得 
することが 
できました。

ピエレット・ラハニトリナイナ –  
制作部門マネージャー

LANAに加わるまでは、就職経験を 
有しませんでした。手仕事経験もなけ
れば、自身の才能を試すこともない 
一主婦であった彼女は、アトリエに 
おいてサヴォワフェールの世界を 
見出します。あらゆるクロシェ技法を 
マスターした彼女は、制作マネー
ジャーに就いています。

「私の年齢が問題に 
されることなく、 
あらゆる技術を 
ここで学び取り 
ました。

地域社会への支援マダガスカルに
おけるANAKAとの  
パートナーシップ

ロンシャンでは、社会的取り組みの 
一環として、事業の展開されている 
地域社会において、社会発展を促す 
継続的な取り組みを支援しています。
支援には様々なアプローチが取られ、
なかでも女性のエンパワーメントや、
伝統技術の継承、持続可能な雇用機会
創出に取り組む団体との提携体制が 
実現されています。

マダガスカルにおいては、社会的責任
性に向けて2023年に設立された職人
工房LANA L� ATELIERと提携が結ば
れています。同工房の活動を通じて、
NGO団体ANKAが積極的に支援され
ています。長年にわたる関係性を 
もとにパートナー体制を築くことで、
プロジェクトの発展を継続的に支援 
することが可能になりました。 

ANAKAアトリエに向けてメゾンが 
直接発注をすることで支援が行われ、
職人に安定した職と収入が保証され 
ます。この提携を受けて、9万4106人
の女性がANAKAアトリエで意義の 
ある雇用を得ることができ、60名の
児童の就学、食事、ケアが実現されて
います。

「たとえ才能が 
あっても、生かす 
機会が巡ってくる 
とは限りません。」

ナリンドラ・ロビンによって設立され
たLANA L�ATELIERは、高度な技術を 
有した職人の育成や、創造性、長期的
な社会的インパクトを可能にする独自
のモデルに基づいています。研修プロ
グラムには、無料で参加できます。 

長期間にわたる厳しいカリキュラムは、 
恵まれない環境に置かれた男女に向け
て開かれています。長期的な理念に 
裏付けられた継承可能なスキルを 
育み、経済的な自立、自信、社会適応
に結びつけます。

ロンシャンから注文を受けることで、
ローカルの職人技そして天然素材に 
彩られたほかにはないアイテムが実現
されます。2024年、このコラボレー
ションから、ラフィア製の「ル プリ
アージュ ® フィレ」バッグ、そして 
マダガスカルのヤシの木由来の天然 
繊維を全手仕事で編み込んだストロー
ハットが実現されています。ANAKA
のアトリエにおいてあらゆるプロセス
の手がけられたこれらのアイテムに
は、伝統的な職人技、社会的な取り 
組み、そしてロンシャンのサステナ 
ビリティアプローチが映し取られて 
います。

LANA ANAKAの創設者・ 
ディレクター ナリンドラ・ロビンの
談話

「たとえ才能があっても生かす機会は
必ずしも巡ってこないと感じ続けて 
きました。マダガスカルの人々は、 
性別を問うことなく、強い精神力、 
器用さ、情熱にあふれています。 
意志はあるものの、雇用アクセスが 
欠けています。

LANA L� ATELIERを立ち上げた際に、
履歴書や学位、誇り高い実績は重要で
はありませんでした。このような要素

ではなく、闘志、学ぶ意志、挑戦心、
自身や家族のために成し遂げようと 
する姿勢を求めていました。

私たちの提供するトレーニングは、 
他のものとは異なります。無料の 
トレーニングは、長期間にわたり、 
努力が要されます。レザー、天然繊維、 
マダガスカルで見出すことのできない
ヨーロッパにおいても高度な職人技が
取り扱われています。

2年間にわたって、あらゆる要素が 
伝達されてきました。私自身の鑑識、
定期的に訪れるヨーロッパのコンサル

タントの鑑識やアプローチ、規格、 
国際的な要件などがシェアされてきま
した。ここには秘密もなければ、 
限界もありません。LANA ANAKA
においては、知識は専有的なものでは
なく、共有されるべきものです。

参加者は、慣習的な基準で見れば、 
これらの職とは縁がない人々です。 
しかし、勇気、忍耐力、そして個性と
いうより強い武器を有する人たちで 
した。彼らの存在を受け入れ、信頼し、 
最大限の可能性を発揮できるよう支援
しました。』



I I I .ロンシャン・ファミリーI I I .ロンシャン・ファミリー

2025年  CSRレポート  /  31 2025年  CSRレポート  \  32

アーティストの支援、創造性の促進

ロンシャンでは、社会的な取り組みの一環として、職人技、コンテンポラリーク
リエイション、文化普及のリンクとなるアートコラボレーションを展開してい
ます。2025年にフィーチャーされたアーティストを通じて、新たな才能に対す
る支援、職人技とデザインの交流、芸術遺産の継承といった、メゾンのさまざ
まなコミットメントが実現されています。例として、コンスタンタン・リアン 
とのコラボレーションを通じて、新星アーティストの支援ならびに国際的な認
知度促進に貢献しています。ピエール・ルナールとのコラボレーションでは、 
伝統工芸と現代デザインの融合が模索されました。ジュヌヴィエーヴ・クレイス 
へのオマージュを通じて、メゾンの文化親善大使としての役割がアピールされ、
フランスの偉大な抽象芸術作品の継承に寄与しています。

コンスタンタン・リアンと共に、
パリの次世代アーティストの育成

2025年、パリ出身の若手アーティスト  
コンスタンタン・リアンを迎え、 
グローバルキャンペーンと限定カプセ
ルコレクションが実現されました。 
パリの文化と職人の伝統に着想を得た
アーティストの作品は、コバルト 
ブルー、そして磁器を思わせる 
ホワイトで表現され、パリの建築や
伝統的なクラフトを想起させます。
2025年秋冬コレクションに際し、
アーティストの手で、創造性と職人技
をたたえるカプセルコレクションが 
デザインされています。

このコラボレーションを通じて、 
アーティスト独自のスタイルで、その
ビジョンが大々的に展開されました。
ロンシャンでは、新たな才能の発掘を
支援し、グローバルオーディエンスに
向けてコンテンポラリークリエイショ
ンを発信することで、アートによる 
交流と継承というビジョンを形にして
います。

ピエール・ルナールとの  
コラボレーション、アートと  
家具が交錯する現代美術

2025年度のミラノデザインウィーク
に向けて、名高いデザイナー・家具 
職人ピエール・ルナールとのコラボ
レーションが展開され、ベンチ1脚、
椅子8脚から成る限定コレクションが
実現されました。機能的な芸術作品と
してデザインされた家具に、職人技の
映し取られた木とレザーの相互作用が 
息づきます。流れるような有機的な 
シルエットに、フォルムに対する深い 
探求、比類のない技術が込められてい
ます。このコラボレーションを 
通じて、デザイン、アート、サヴォア
フェールの交錯する新たな地平が 
探求され、著名なクリエイターを 

サポートしながら、アート、デザイン、
サヴォアフェールの融合アプローチを
更新させるという取り組みが実現され
ています。

ジュヌヴィエーヴ・クレイスの  
残した芸術的遺産の共有

2025年、フランスにおける幾何学的
な抽象芸術の第一人者となった 
ジュヌヴィエーヴ・クレイスに敬意
を込めて、2026年のグリーティング
カードがクリエイトされています。 
精緻なタッチ、色彩、形式的な調和に
基づいた作家の作品が、特設の 
マイクロサイト、ならびにパリ サン＝
トノレ通りのロンシャンフラッグ 
シップにおける2026年1月初旬の 
エキシビジョンで展示されました。 
他界したアーティストにフォーカス 
することで、アート作品のプロモー
ション、文化遺産の継承という 
ロンシャンのコミットメントが具現化
されています。広く一般に向けて、 
偉大なるアーティストの作品への 
アクセスを開くことで、ロンシャンの
文化擁護者としてのミッションが 
再確認されました。

創造性に対するサポート

ロンシャンの社会的な活動として、慈善事業に加えて、創造性に対する支援も
行われています。ファッション、デザイン、アートを文化・経済における主要な
原動力とみなすメゾンは、新星・熟練アーティストのサポートを通じてリソー
スへのアクセスを開き、今日のクリエイティビティの伝播に寄与しています。
創造性の支援を通じて、アート全般を活性化させ、イノベーションを育み、生き
た文化遺産の継承に寄与します。 

リプレイ  – 新たな創造力を  
支援するプログラム  

2019年に導入されたリプレイプログ
ラムを通じて、より責任のある循環型
のクリエイティビティに向けた取り 
組みが実践されています。プログラム
を通じて、メゾンに保管されている 
不使用在庫（レザー、ナイロン、その 
他素材）に対するアクセスが提供され、 
新進気鋭のデザイナーが、自身の 
オリジナル作品や限定製品の作成に 
活用できます。

新進デザイナーに対するサポートツー
ルとして設計された「リプレイ」は、
職人技の鑑識、創造性、環境インパク
ト低減を網羅しています。在庫素材を
用いてデザインされた作品は、いずれ
もオリジナルアイテムとなり、既存 
リソースを最大源に活かすという 

フィロソフィーに深く共鳴してい 
ます。プログラムの導入以来、すでに
30名を超える新星デザイナーによっ
て利用され、サポートを享受すると 
ともに、作品の認知度拡大が実現され
ています。

ANDAM – 未来を担う  
ファッションの新星へのサポート  

「リプレイ」は、ロンシャンが長く支
援し続けるANDAM（フランス国立
ファッション芸術振興協会）に統合さ
れています。ロンシャンは、2004年
以降、このANDAMの審査員を務め
ています。メゾンは、プログラムを 
通して、イノベーション、メンター
シップ、責任性に根差したデザインと
いうメゾンのビジョンを具現化してい
ます。ANDAMは、新星ファッション 
デザイナーの育成・支援において世界
有数の認知度を誇るプログラムに数え
られます。2025年度では、サラ・ 
レヴィがファッションアクセサリー
賞アワードを獲得しています。10万
ユーロの助成金のほか、ロンシャン 
アーティスティックディレクターを 
務めるソフィー・デラフォンテーヌに
よるメンターシップを獲得し、年間を

通じて個人的なサポートや指導が提供
されました。

創造性に特化したフラッグシップ
LA MAISON UNIQUE

ロンシャンのクリエイティビティに 
対する継続的なコミットメントの一環
として、店舗空間がアート表現、文化
交流の場としてデザインされてい 
ます。ニューヨークのソーホーに
あるフラッグシップLA MAISON 
UNIQUEは、20年前にこのアドレス
にロンシャンの初店舗をデザインした
トーマス・ヘザーウィックが2025年
にリデザインした空間です。

建築、デザイン、サヴォワフェールを
巧みに取り込んだ没入的な空間に、 
ロンシャンのビジョンが体現されてい
ます。アートインスタレーションや 
カスタムメイドの家具など、素材の 
美やサヴォアフェールにフォーカス 
したプロジェクトが立ち上げられ、 
来店ごとに新たな発見を体験でき 
ます。

様々な分野が交錯する場としての
「LA MAISON UNIQUE」で、 
アーティストやクリエイターの世界が 
展開され、界隈の文化交流を担います。
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ロンシャンは、職人鑑識（サヴォアフェール）を礎にして歩み続けてきま 
した。世代を経て継承され続けるこの鑑識は、製品のクオリティと生産効
率のバランスを維持しつつ、環境インパクトの低減を実現する新ツール、
責任ある企業慣行、技術革新を通じて進化しています。

2025年を通じて、引き続きメゾンの工場ならびにサプライチェーンに 
おける変革が進められ、伝統工芸の継承ならびに促進、あらゆるプロセスに 
おけるエコデザインの採用、サプライチェーンにおける透明性向上という 
3大ゴールが優先事項とされました。 

• サヴォワフェールの継承にまつわる 
社内プログラムに67名のトレーナー

• 社内トレーニングプログラムに 
200名のレザー職人が参加

• レザー職人の有する71種類の 
スキルを特定

• 年間購買高（CAAユーロ）に 
おいて、レザー製品に向けて購入され
たレザー 100%がLWG認証取得済み

• 年間購買高（CAAユーロ）において、 
購入された素材の88.7%が、Ecovadis
評価で100点満点中平均58.4点を獲得
したサプライヤーから調達

•19年間連続してEPV認証を取得

サヴォアフェール  
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工場における職人技の継承ならびに進化

技術と鑑識の継承は、メゾンの企業文化の核に据えられています。職人技に 
対する評価、社内におけるキャリアパスの促進、チームワークの重視を通じて
継承が実現されていきます。

サヴォアフェールの継承

とりわけレザー製品にまつわる職人技
を受け継ぎ、引き渡すことに注力し、
製造の大半が自社内で管理されてい 
ます。業界内の他企業とは異なり、 
品質やトレーサビリティ、職人技の 
長期的な継承を保証できるよう、 
フランス国内に多くの自社アトリエが
設置されています。

メゾンの取り組みは、「リビング・ 
ヘリテージ・カンパニー（EPV）」 
ラベル取得によって認められてい 
ます。同ラベルは、フランス政府から
卓越した職人技、工業技術を有する 
企業に与えられます。2007年以降、
メゾンはこのEPVラベルを保持し 
続け、特定技術の制御、時代を経た 
同技術の継承、フランスにおける 
制作業の伝統継承が公に認められて 
います。

鑑識の継承は、社内研修コース、 
オンザジョブトレーニング、熟練職人
によるメンターシステムといった、 
体系化されたトレーニングならびに 
鑑識継承プログラムによってバック
アップされています。メゾンのイニシ
アティブを通じて、レザー製品の制作 
技術にまつわる入門研修を体験して 

いない多くの新入社員の統合をフォ
ローし、労働力不足にある職人技の 
確実な継承を保証します。

産業と人間をコアに据えた組織構造に
よって、技術にまつわる共通文化、 
一貫した制作規格、品質に対する厳し
い姿勢を促し、長期にわたる製品の 
耐久性と修理可能性が実現されます。
このような取り組みは、地域社会に 
おける継続的な雇用の確保、フランス
に根差した職人技の振興、CSR戦略に
準じた伝統工芸のステータスアップに
つながります。

世代間にわたる継承例

職人技の継承は、ロンシャンにおける
職人文化のコアに据えられています。

高級レザー製品制作の技術や鑑識に 
まつわる研修体験のない新入社員を 
コンスタントに受け入れていくなかで、 
メゾンにおける品質規格の継続的な 
保証に向けて、積極的な研修制度が 
実装されています。

ロンシャンでは、オンザジョブトレー
ニング（AFEST）を実行しています。
新入社員がダイレクトにアトリエで 
研修を受け、実践的に職人技を習得し
ていきます。手を動かしながら身に 

つけ、エクセレンスの規格を習得し 
ます。裁断、準備、組み立て、品質管
理といったあらゆる制作プロセスで 
展開し、ロンシャンの品質保証の 
根幹を成すスキルを継承することで、
メゾンの包括的な戦略に与します。

キャリアパスにおいて、ナレッジ継承
という企業文化が如実に体現されてい
ます。たとえば、1985年にデザイン
部の責任者に就いたブルーノ・ 
ポワリエさんのケースが挙げられ 
ます。ロンシャンで40年間にわたっ
て勤務し、チームの忠実な取り組み、
職人技の継承を実体験してきまし
た。ポワリエさんの母親も、創業時の
1950年代にロンシャンで働いていま
した。2025年の退職を控えて、伝記
作家との共著でメゾンのアトリエ史と
ロンシャンの人々を扱った著書 
「La maroquinerie dans la peau」を 
記し、メゾンのファミリー、プロとし
てのレガシーをかたちとして残すこと
にしました。

メゾンにおける世代間継承にスポット
が当てられ、職人技と比類のない工芸
の継承に向けた組織的なコミットメン
トが浮き彫りにされています。

責任あるアプローチを通じた  
下請け企業の支援

ロンシャンでは、継続的な向上を 
掲げ、産業パートナーと一体となっ
てCSR活動を組織しています。あら
ゆる下請け業者に、環境評価である
EcoVadisが毎年課されています。 
60点以上のスコアが求められ、 
年ごとに10ポイントの向上がゴール
とされています。この要請は、社会、
環境、倫理的な課題から成る21項の
共同CSR規格に準じています。

この評価に加えて、行動計画の共同策
定や対話をベースにしたサポート体制
が重視されています。このダイナミズ
ムを受けて、パートナー企業の段階的
な成長が実現され、年間を通じてさま
ざまな指標において具体的な改善が 
観察されています。

同アプローチを糧に、ロンシャン 
サプライチェーンの責任性を継続的に
強化させるとともに、産業エコシステ
ムにおける鑑識の伝達がサポートされ
ていきます。パートナー企業との関係
性において、各チーム間で定期的な 

業務間交流も実践されています。
2025年には、ロンシャンの制作アト
リエのレザー職人1名が現場を訪れ、
下請け業者を支援・育成するための
12のミッションが実行されています。
現場に直接的に関与することで、 
技術スキルの共有や、品質基準の統一、 
制作チェーンにおけるスキル向上が 
可能になります。単なる品質管理を 
超えたアプローチによって、メゾンの
理念である専門鑑識や卓越した職人技
の継承に向けて、支援や共同開発が 
積極的に実践されていることが示され
ています。

レ  ドゥ  マン  デュ  リュクス： 
レザー製品制作にまつわる伝統の
紹介

ロンシャンは、フランスの比類の 
ない職人技ならびに次世代への継承に
フォーカスした、コルベール委員会 
主催イベント「レ ドゥ マン デュ 
リュクス」に参加しています。 
2025年度のイベントは、パリの 
グランパレで開催され、30を超える
ブランドが一堂に会し、アートと 
工芸の世界を没入的に体験する機会を
提供しました。レザー製品の制作に 

根差したロンシャンは、レザーの 
ヘリテージを継承するというメゾンの
理念に合致したこのイベントに参加し
ています。職人によるデモンストレー
ションやワークショップを提供し、
エッジのハンドブラッシングといった
主要な技法の披露と通じて、メゾンの
アトリエにおける精緻かつ高水準の 
規格を紹介しています。

多くの学生が参加し、レザー製品の 
世界を見出し、アトリエの職人と交流
を持ちました。このような交流は、 
若き才能にメゾンの職人技を伝え、
キャリア転換の可能性を示すことで、
若い世代の意欲にアピールすることが
できます。前歴がなくとも、意欲や 
スキルがあればこの道に転換できると
いうメゾンのアウトリーチ活動の一環
を成しています。

「レ ドゥ マン デュ リュクス」は、 
アトリエ人事チームとの連帯体制で、
アート・工芸品に特化した展示会や 
イベントに参加し、ロンシャンの職人
技を伝播し、伝統の継承につなげると
いうメゾンのイニシアティブに即して
います。
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製品におけるエコデザインの推進

エコデザインは、デザインの立ち上げ時から責任ある持続可能な製品づくりを
志向するアプローチです。ロンシャンでは、適切な素材を選び、賢明に用い、最
適に適用することを意味します。ロンシャンの製品は長く使用できるよう設計
されています。開発当初から、品質、丈夫なつくり、修理可能性が考慮されてい
ます。このアプローチは、より責任ある素材の選定や、裁断・組み立て技術にお
ける継続的な向上のうえに成り立っています。企業におけるイノベーションと
研究開発の文化も追い風となり、製造プロセスの核に環境的な側面が段階的に
取り込まれています。

エコデザインの実装に向けた  
共通的なフレームワーク

2025年に、エコデザインを創造・ 
開発プロセスに統合させる動きが加速
化されました。スタイル、デザイン、
購買、品質、マーチャンダイジングの
各チームを擁した専門委員会を設け、
部門横断的なアプローチを導入し、 
製品の設計プロセスから環境に対する
配慮が加味されています。

このイニシアティブと並行して、 
意識感化に向けたセッションや、 
エコデザインにまつわる実践や指標、
用語を統一させる共通フレームワーク
の開発が行われています。共通フレー
ムワークを構築することによって、 
製品開発サイクル全般に、素材や 

耐久性、修理の可能性、環境影響に関
する基準が統合されます。インパクト
測定に基づいて、継続的な改善プロセ
スとして実現されていきます。

また、エコデザインと認証素材の使用
状況、そして関与しているサプライ
ヤーの数を追跡するための指標も設定
されています。値と重量によって集計
されたデータは、コレクションにおけ
るエコデザインの進化をリードしてい
きます。2025年までに、CAAユーロ
で購入された63.20%の要素（レザー、
キャンバス、アクセサリー、消耗品、
パッケージ、トレーディング（RTW、
シルクスカーフ、シューズ））が、 
環境上のすぐれた特性を有することに
なります。

素材におけるパフォーマンス

素材パフォーマンスは、ロンシャンの
エコデザインにおけるキー推進力で
す。あらゆる部門との連帯体制で、 
製造プロセスにおけるレザーとテキス
タイルの使用を最適化することで、 
環境インパクトを低減します。

具体的に、次の相補的な4大柱に沿っ
て進められます：品質（材料を目的
に適合させる）、デザイン（エコデザ
イン、技術的な歩留まり）、オペレー
ション（皮の選定、上流プロセスに 
おけるファイルの最適化、製品構成
の検討、裁断方法）、マネジメント
（チームトレーニング、体系的な 
パフォーマンス評価）。

マネジメントは、素材効率の主要推進
力となります。2025年にパフォーマ
ンスルーティンが規格化され、チーム
が日次、週次、月次で集まって重要課
題に取り組み、ギャップ分析を行い、
アクションプランを策定し、新たな 
改善イニシアティブを実践するように
なりました。

このイニシアティブにおける主要 
プロジェクトとして、レザー裁断の 
デジタル化が挙げられ、フランス国内
のロンシャン工場変革における大きな
推進力となっています。段階的に 
アトリエ全般にデジタル化が導入さ
れ、皮の使用量を最適化し、廃棄物の
削減を実現することで、フランス国内
におけるレザー裁断の環境パフォーマ
ンス向上が実現されています。

これとは別に、2025年に、素材の 
規格化や、裁断ファイルの最適化、 
素材と異常管理に特化したワーキング
グループの設置をはじめとした継続的
な改善プロジェクトも導入されてい 
ます。プロジェクトの施行を受けて、
ロンシャンにおける素材パフォーマン
ス全般にプラスの効果がもたらされて
います。

これらの取り組みを受けて、2025年
のスクラップ率が約8%削減されて 
います。このような改善において、 
実装イニシアティブの有効性、原材料
の使用最適化に向けたチームの取り 
組みの成果が反映されています。

2026年、ロンシャンは2025年に導入
されたイニシアティブやプロジェクト
を継続しつつ、素材効率に焦点を絞っ
た新しいイニシアティブを加えなが
ら、この勢いを継続させていきます。

レザーからテキスタイルまでに  
至るまでの認証素材

ロンシャンでは、コレクションに向け
て、継続的にサステナブルな素材を 
採用しています。

2018年以降、レザーワーキンググ
ループ（LWG）に加盟しています。 
レザーワーキンググループは、LWG
基準を策定し、レザーメーカーが独立
系の監査を受け、認証を獲得する 
ための環境基準を定めています。 
ロンシャンでは、LWG規格による 
認証を受けたサプライヤーにおいて 
全レザー（100％）を調達し、内98%
はゴールド認証を取得しています。

ロンシャンでは、自社製品に対して、
オーガニック繊維にまつわる厳格な 
環境・社会的な基準を保証する国際 
規格「グローバル オーガニック  
テキスタイル スタンダード
（GOTS）」の継続的な認証を受けて 
います。GOTSは、テキスタイルの 
サプライチェーン全般をカバーする 
独立認証制度に基づいています。
2025年までに、全シルクスカーフと
ヘアバンド（100%）が、GOTSの認証
を獲得します。Tシャツ、スウェット 
シャツ、パンツといった新たな製品も、
GOTS認証を取得しています。

また、2025年1月より、エコサート・
グリーンライフによるGRS認証も取
得されています。GRS規格の認証取得
製品には、リサイクル業者から最終製
品までのサプライチェーンにおけるあ
らゆるフェーズで、第三者機関によっ
て検証されたリサイクル素材が含まれ
ています。

リサイクル業者から最終製品に至る 
までのあらゆる関与施設では、社会、
環境的、化学にまつわる要件が遵守さ
れています。イニシアティブの一端を
担う認証を通じて、責任ある素材利用
が促進されます。認証済み/リサイクル 
素材の使用状況の追跡に向けて、専用
の指標が設けられ、値と重量で結果が
集計されています。監視システムを 
通じて、進捗状況の評価を実行し、 
客観的な視座で、製品開発にまつわる 
意思決定を行うことが可能になります。

GOTSないしはGRSにラベリングされ
た製品のみが認証されます。
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サプライチェーンにおける  
動物福祉に関する取り組みの概要

ロンシャンは、企業の社会的責任、 
環境責任の一環として、動物福祉への
取り組みを強化しています。動物福祉
は、レザートレーサビリティの向上、
ならびにサプライチェーン全般におけ
る倫理的な慣行促進に向けた、包括的
なアプローチに組み込まれています。

2025年、31の提携食肉処理場が 
マッピングされ、リスクレベル特定に
向けて、内部スコアリングシステムが
導入されています。内14施設は、 
レザーのトレーサビリティや品質、 

持続可能性にまつわるメゾンの規格 
として認められたICEC（皮革品質 
認証機関）のデータベースに登録され
ています。また13施設は、特定の 
動物福祉認証を有し、飼育と屠殺の 
アプローチ、処理場に至るまでのト
レーサビリティが証明されています。

認証を受けていない施設については、
メゾンのパートナー企業や関連サプラ
イチェーンとの連帯体制のもと、 
より責任ある慣行の段階的な導入に 
向けた支援が計画されています。

このようなイニシアティブを通して、
規格、認証、透明性を組み合わせて 

レザーの規格をさらに強化し、より 
責任あるサプライチェーンの構築を 
目指します。

サプライヤーにおける  
CSRパフォーマンスの評価、改善

ロンシャンでは、制作委託先に対する
支援に加えて、評価や対話、継続的な
改善を通じて、あらゆるサプライヤー
にCSRアプローチを適用しています。

EcoVadisツールを用いたCSR 
パフォーマンスの分析や、ターゲティ
ングされたアクションプランの実装、
企業の社会、環境、倫理要件の明文化
された共同CSR付録の共有などが 
行われています。サプライヤー評価は、 
厳格な基準に基づいて行われます。 
サプライヤーには、自社における責任
ある取り組みの記された文書（CSR 
レポート、認証、コミットメント）の

提出が求められます。2025年には、
年間購買高（PTOユーロ）において購
入された素材の88.7%自身がEcovadis
評価で100点満点中平均58.4点を獲得
したサプライヤーから調達されること
になります。一方の2024年の獲得 

ポイントは、55.4点でした。EcoVadis
評価は、サプライチェーン全般の責任
強化に向けて、2026年以降、あらゆる 
調達カテゴリに拡大的に導入され 
ます。

メゾンでは、戦略的なサプライヤーと
の長期的なパートナーシップを重視し
ています。年間購買高が80/20の 
スコープにあるサプライヤーとの間 
には、平均16年間にわたるパート
ナーシップが結ばれています。この 
事実に、信頼性、高い水準の規格、 
継続的な改善に基づいたコラボレー
ションが示されています。

サプライチェーンにおける透明性の向上

ロンシャンでは、比類のないクラフトマンシップによるサステナブルなラグ
ジュアリーを実現するために、さまざまな取り組みを通じて、さらなる透明性、
責任、レジリエンスを有したサプライチェーンの構築に尽力しています。

アンフォールド：レザー製品に  
おけるトレーサビリティの改善

ロンシャンのCSR戦略においては、 
透明性が重要な促進力となってい 
ます。トレーサビリティプログラム
「アンフォールド」を通じて、規制要
件だけではなく、製品の原産地にまつ
わる透明性も段階的に高められて 
います。パートナー企業を引き立て、
製品品質の実証を行うだけではなく、
サプライチェーン全般に対する理解を
深め、管理するという運営上のねらい
に合致しています。

トレーサビリティによって、任意の 
問題やノンコンプライアンスが発生 
した際に、プロセスを迅速にさかの
ぼって追跡し、影響の及ぼされる要素
を正確に特定して対処できるようにな
ります。したがって、法的な枠組みを
超えることは、規制の変更を予期して
の対処ではありません。メゾンにおけ
るアクションを強化し、企業慣行を 
保証し、コミットメントを長期に 
わたって果たしていくという 
ロンシャンのねらいが反映されて 
います。

CSRプロジェクト マネージャー  
ルイーズ・デシェイズによる談話

アンフォールドについて 
簡潔に教えてください。 

メゾンのトレーサビリティプログラム 
として、なかでもレザー製品において、 
規制の遵守にはじまり、自主的な 
アプローチを通じてサプライチェーン
全般の透明性を保証していきます。

アンフォールドによるレザー製品 
トレーサビリティのイニシアティブと
して、すでに実現されている主な 
マイルストーンとは？

プログラムは、AGEC法に定められた
規定の遵守から着手しています。 

既製服、靴、ストール、シルクスカー
フといった製品のトレーサビリティ 
実装が行われました。続いて、レザー 
製品の透明性向上に向けた自主的な 
イニシアティブが導入されました。 
特定製品（デイロング）において試験
運転が行われた後に、ベルト、スモー
ルレザーグッズを除外したあらゆる 
レザー /キャンバス製のバッグに導入
されています。

2023年11月にプレタポルテ全般に 
適用され、レザー製品においては
2024年7月まで試用運転が継続され、
2025年7月に全面的に実施されて 
います。

各プロセスにおけるトレーサビリティ
を保証するにあたって、用いられて 
いるツールやアプローチとは？

トレーサビリティは、サプライヤーの
オンボーディングに関与している 
ため、カテゴリによって異なるデータ
収集が行われます。

レザー製品においては、主にトレーサ
ビリティファイルを通じてデータが 
収集されています。ファイルは毎日 
更新され、社内システムに自動的に 
統合されます。これにより、なめし、
屠殺、農場にさかのぼってレザーの
バッチを追跡することができます。

「アンフォールド」の 
トレーサビリティプログラムによって
もたらされた利点とは？

店舗とウェブサイトにおいて製品 
トレーサビリティ情報にアクセス 
できるようになることから、カスタ
マーに向けた透明性の向上が実現され
ています。

また、サプライチェーンの理解を 
深め、最終的にリスク管理の改善にも
つながります。

AGEC法といった規制への遵守が 
促され、ロンシャンの透明性に対する 
コミットメントのアピールとなり 
ます。また、気候変動対策といった
CSRアプローチに対する力添えに 
なります。

今後に予定されているプランとは？

次なるステップとして、スモール 
レザーグッズとベルトにおける 
トレーサビリティの導入が予定されて
います。この実現により、製品SKUに
おける約90%がカバーされることに 
なります。

残された部門は、追跡がもっとも 
複雑なSKUのみとなります。これらが
占める割合はごく小さなものであり、
2026年初頭に導入される見込みです。

どのようなチャレンジが 
要されましたか？

データ量が最も大きな課題となりま 
した。サプライチェーンのあらゆる 
水準における関係者数が大幅に増大 
したことから、管理が複雑化して 
います。一部サプライヤーでは、 
この大量データを処理しきれません 
でした。

またシーズン製品であることから、 
プレタポルテ、靴、スカーフ、 
ショールといったアイテムは、 
シーズンを迎えるごとに一から 
やり直すことが要されます。

さらに、複雑なサプライチェーン、 
一部ステークホルダー（食肉処理場 
など）に見られる情報共有に対する 
意欲や能力の不在によって、 
トレーサビリティプロセスがはばま 
れています。
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ロンシャンは、気候変動に対処するために、継続的に環境戦略を策定して
います。明確なゴールを掲げ、サプライチェーンにおけるあらゆるフェー
ズで企業慣行を変革し、環境インパクトの持続的な削減に取り組んでい 
ます。2025年に気候変動戦略の実装が加速化され、管理ツールが補強さ
れるとともに、なかでも素材選択による気候変動インパクト低減に向けた 
具体的なアクションプランが展開されています。気候変動に対するイニシ
アティブは、補完的な3大柱を軸としています：把握に向けた測定、削減 
アクション、持続的な変革に向けた全チームの動員。

• 1610名 （全社員の40%）： 
気候変動問題に関する教育を受けた 
社員

• スコープ1と2における排出量の 
絶対削減ゴール： 2033年までに、
2023年度比で95% 削減

• 2025年までにカーボンフット 
プリントを16% 削減

• ゴール：スコープ3の排出量を 
2033年までに50%削減

• 8万件： 2025年に実現された修理
サービス（2024年度比で5000件増）

• 約20トンのレザー端材をリサイクル
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気候変動問題の測定と意識感化

気候変動戦略の実装

メゾンにおける脱炭素化の足取りを 
明確にするよう策定された気候戦略は、 
ロンシャンの環境アクションの指針と
して機能していきます。メゾンでは、
2033年までに、スコープ1ならびに 
スコープ2の排出量の-95パーセント
削減（2023年比）を目指しています。
スコープ3については、2033年までに
経済強度の50％削減（2023年比）を
ゴールとします。

戦略は、輸送の最適化、サプライ
チェーンの地域化、工業用地における
化石燃料の段階的廃止、廃棄物の 
低減、素材裁断の最適化、修理・ 
循環型ソリューションの開発という
キー要因に基づいて策定されています。 
今年度、経営能力の向上、そして社内
業務慣行の調和化に向けて、ロード
マップのモニタリングが強化されて 
います。この取り組みから、2つの 
優先分野が明らかにされています。 
1つ目は、カーボンフットプリント 
低減に向けて、素材廃棄物の削減が 
推進力となること。2つ目に、畜産農
場の選定が、注力していくべき複雑
で長期的な構造的課題であること。
2024年から2025年にかけて、計20の
プロジェクトが開始されています。 
残された13のプロジェクトは、2026
年から2029年にかけて導入されてい
きます。

今年度の業務における主要な進展と 
して、輸送管理システム（TMS）の 

導入、海外輸送における航空貨物比率
の低下、アジアハブの開設が挙げら
れます。アジアハブの開設を受けて、
2025年の輸送量ベースで140万点に
のぼる製品の不要な輸送が削減される
見込みです。

このような取り組みに加え、レマラール 
におけるプロジェクトの完了（LED 
照明、断熱材、ヒートポンプ）、セグレ 
における継続的な取り組みなど、 
さまざまな工業拠点におけるエネル
ギー効率化が実現されています。

夏季には、各工業拠点に向けた 
エネルギー効率化にまつわる新規 
プロジェクトが承認されています
2025年、レマラールにおける取り 
組み（ヒートポンプ）が完了してい 
ます。セグレでは、物流棟に太陽光 

発電パネルとヒートポンプが設置され
るなど、引き続きプロジェクトが進め
られています。次のステップとして、
2026年までに、シャトー・ゴンティエ 
のアトリエの改善（LED照明、外壁の 
断熱）、セグレの物流施設における
ヒートポンプ設置が予定されています。 
5つのアトリエを通じて、エネルギー
効率改善にまつわる工事がすでに63%
完了され、産業活動におけるエネル
ギーフットプリント削減に向けて、 
体系的で段階的な取り組みが着実に 
進められています。

社員の積極的な参加が、このような 
変革の大黒柱となっています。 
2025年には、全社員の40%に相当す
る1610名が「フレスク デュ クリマ」
研修を受けています。また、気候戦略
導入に対するサポートとして、年度を
通して社内プレゼンテーションが 
5度実施されています。

2025年、カーボンフットプリント
にまつわる結果

2025年、メゾンロンシャンでは 
カーボンフットプリントの減少傾
向が確認され、前年比16%減となる
199,733 tCO2eが記録されています。
前年にすでに観察されていた減少傾向
がさらに進み、過去2年間の継続的な
収益成長をかんがみると、営業 
パフォーマンスと二酸化炭素排出量の
削減を両立させる企業能力が示されて
います。2025年におけるポジティブな 
動きは、排出量の削減、輸送、原材料、 
エネルギーにまつわる取り組み、 

そして特定排出源の算定法改善という
アプローチの進化の3点に促されてい
ます。

二酸化炭素排出量の削減は、輸送 
アプローチの継続的な改善強化に 
大きく起因し、物流フローの最適化、
低排出輸送手段への移行拡大が寄与し
ています。輸送関連の排出量が 
-30パーセント減少し、-16パーセント 
という全体削減量の約4分の1を占め
ています。原材料もまた、大きな原動
力となっています。2025年、原材料
に起因する排出量は-1パーセント減少
するとともに、継続的な収益成長の 

推進力となっています。これには、 
歩留まりの向上や在庫管理の効率化と
いった、原材料アプローチにおける 
実際的な効果が映し取られています。
排出量の削減は、グリーン電力契約な
ど、エネルギーアプローチによっても
後押しされています。

実際の削減に加え、方法論における 
変更も、2025年の二酸化炭素排出量
削減の一端を担っています。ADEME
による排出係数の改定は、スコープ3
における一部カテゴリ、なかでも資本
財と購入品・サービスに大きな影響を
もたらし、改定後の排出量が半減して
います。これらの調整を受けて、 
二酸化炭素排出量算出における信頼性
ならびに一貫性が向上し、経時的な 
比較可能性も高められます。

2025年度 気候変動問題にまつわる
トレーニング

ロンシャンでは、2024年の実装を
ベースに、2025年以降、新入社員研
修に「フレスク デュ クリマ」ワーク
ショップを組み込み、入社時から気候
変動問題に対する共通認識を培ってい
ます。あらゆるチームが企業の取り組
みに準じ、部門横断的な対話を促し、

通常業務の範疇を超えたつながりを 
築くことが可能になります。

年間を通じてチームが積極的に加担し、 
気候変動にまつわる意識向上、環境 
アクションに対する強い結束が示され
ています。ワークショップには、 
全社員の40%にあたる1610名が 
参加しています。内、本社からの参加
者240名、制作拠点から280名、流通

ネットワークから1090名となってい
ます。

ディスカッションの機会を設けること
で、気候変動にまつわる戦略を日々の
業務に統合し、各社員がそれぞれの持
ち場においてアクションを起こしやす
くし、環境課題への理解を共同変革に
移し変えることを可能にしています。

輸送手段別の総走行距離（T.KM）シェア 
2024年＆2025年

2025年、カーボンフットプリント 
にまつわる結果
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企業廃棄物に対する  
包括的なビジョンに向けて

2025年、ロンシャンでは、25か国に
またがる企業全域で包括的な報告シス
テムを導入し、廃棄物管理システムの
構築において新たな一歩をマークして
います。このシステム導入によって、
廃棄物のたどる流れをより正確に 
定量化、追跡することが可能になり、
制作拠点と販売組織全域において派生
される廃棄物量を統合的に把握できる
ようになります。

廃棄物の主要派生源をより正確に 
特定し、削減、分別、リサイクルに 
向けたターゲティングアクションを 
講じるための重要な基盤となります。
また、異なる地域間におけるさまざま
な慣行を段階的に調和させていく 
端緒になります。

ロンシャンでは、店舗における分別・
リサイクルにまつわるイニシアティブ 
も実装されています。現在、選別・ 
リサイクルの実施されている店舗率と
いった、環境指標が統合されてい 
ます。2026年以降、環境マネジメント 
が強化され、共通規格に基づいた 
グローバル展開が推進されていき 
ます。

メゾンのバリューチェーン  
における水の影響を把握する

2025年、ロンシャンではウォーター
フットプリントの詳細分析を実施し、
企業のインパクトと依存関係を特定し
ています。調査は、取水された水と 
消費された水を区別し、インパクトの
大半が、原材料の制作段階にさかのぼ
る上流部門に起因していることを明ら
かにしています。レザーがフットプリ
ントの50～ 60%を占め、その多くが
畜産段階において発生しています。 
同段階において、消費水の70%、取水
量の80%を占めています。コットンや 
シルクといった天然素材にも、大量の 
水が使用されます。一方の合成素材は、 
主に仕上げ工程において水が使用され
ます。

調査結果から、農業用肥料からの窒素
とリンの排出や、合成素材の制作なら
びに仕上げプロセスにおける質の 
問題点が明らかにされています。 
環境インパクトを低減させるために、
トレーサビリティの強化、パートナー
企業に対する要件設定、代替的ななめ
しアプローチの検討、水使用量削減に
向けたリサイクル素材の活用が進めら
れています。

実際的なアクションを通じて、資源の 
保全ならびに環境負荷の低減に向けた、 
サプライチェーンの段階的な変革が 
進められています。 

物流のローカル化： 
パフォーマンス、 
環境インパクトの低減

ロンシャンでは、環境インパクトの 
低減に向けて、物流の地域化を実現 
します。香港のアジアハブ開設を 
受けて、制作拠点と最終市場の距離が
縮められ、アジア太平洋地域に向けた
140万点にの製品がフランス経由を要
しなくなります。これにより、リード
タイムの最適化、サプライチェーンの
レジリエンス強化、航空輸送に対する
依存度低減が実現されるとともに、 
物流パフォーマンスが保持されます。
物流の流れを分離し、不要なルートを
なくすために、技術、IT面において 
調整が行われています。

2025年1月、ロンシャンの経営陣に
よって、原材料ならびに最終製品の 
輸送において、とりわけ欧州とアジア
間に海上輸送が拡大されることが 
決定されました。航空輸送の割合を 
減らしつつ、サービスの品質を同等に
維持し、在庫計画の最適化が実現され
ます。最終的に、地域化を通じた環境
メリットを強化できるよう、海上輸送
の割合がさらに増大されていく見込み
となっています。

「制作拠点を最終市場の距離を縮める
ことで、物流スケジュールを保持しな
がら、不要な物流経路が削減されま 
した。」輸送・輸出入部門責任者  
ジェレミー・ヌンチョング

企業フットプリントの低減

ネオライン  – 低炭素輸送に向けた
新ソリューションの可能性

2025年、ロンシャンのネオライン・
プロジェクトの一環として、帆船が 
導入され、物流フローにおける脱炭素
化の一大マイルストーンを達成して 
います。なかでもアメリカへの輸送に
おいて、従来の海上輸送と同等の輸送
時間で、二酸化炭素排出量が大幅に 
削減されることになります。

輸送・輸出入部門責任者 
ジェレミー・ヌンチョングによる 
プロジェクト説明

ネオライン・プロジェクトについて 
教えてください。ロンシャンにとって
戦略的な理由とは？

ネオラインは、主にアメリカに向けて
製品を輸送する際に、帆船を用いる 
海上輸送のプロジェクトです。産業 
規模においても、帆船輸送が可能であ
ることが示されます。ロンシャンが、
遅延を派生させることなく海上輸送に
おける脱炭素化のパイオニアとなり、
CSRアプローチを明確にアピールで
きる点において戦略的だといえます。

プロジェクトに向けて、パートナー 
企業との間で、5年間にわたるやり 
取りが行われてきました。

このプロジェクトにおける 
主な革新点や特徴について 
教えてください。 

プロジェクトは、最新鋭の帆式 
コンテナ船を使用し、海運業界に 
おける一つの革新をマークします。

プロジェクトを通じて、産業貨物輸送
において帆船を使用することができ、
従来の海上輸送と同等の輸送時間が 
維持されることから、将来的な有用性
が証明されています。

ロンシャンは、このような帆式船舶を
いち早く導入した荷主に名を連ね、 
メゾンのプロジェクトの革新性が示さ
れています。

CSRや持続可能な輸送の視座から 
期待されているメリットとは？

最大のメリットは、帆船による二酸化
炭素排出量の削減にあり、ロンシャン
の気候変動対策戦略のゴール達成に 
寄与します。

従来の海上輸送と同等のリードタイム
が維持されることから、物流パフォー
マンスにおける悪影響はまったくあり
ません。

メゾンにかかる追加コストも微細な 
ものであり、収益性を損なうことなく
導入できるソリューションとなって 
います。

ネオラインをめぐる今後の展開と、 
長期的なインパクトについての見解を
お聞かせください。

現在のところ、月に1往復の運航に 
とどまり、ロンシャンにおける輸送が 
限られています。現在、2隻目の船舶
が建造されており、これを受けて、 
2週間に1往復に増便される見込みに
なっています。

LANAとの提携に向けたマダガスカル 
への輸送に向けたWINDCOOPとの
パートナーシップなど、別の輸送 
ルートにおいても、この輸送手段が 
導入されていきます。現在建造されて
いるWINDCOOPの船舶によって、
同社の輸送信頼性の向上、そして私た
ち企業における化石燃料に対する依存
度低減が実現されることになります。



IV.メイド・バイ・ロンシャンIV.メイド・バイ・ロンシャン

2025年  CSRレポート  /  48 2025年  CSRレポート  \  49

メゾンの生物多様性インパクトに
まつわる現状報告

2025年、ロンシャンでは、インパクト 
フレームワークであるENCORE 
（自然資本の機会、リスク、開示の 
探究）を用いて、自社の生物多様性 
インパクトの包括的な分析を実施し、
企業の活動が生態系に及ぼす 
インパクトを明らかにしています。 
体系的なアプローチによって、 
サプライチェーンの上流部門全域、 
なかでも皮革制作に向けた畜産、綿花
栽培といった最もインパクトを受けや
すい段階が評価できるようになり 
ました。

調査を経て、IPBES（生物多様性なら
びに生態系サービスに関する政府間 
科学政策プラットフォーム）に指摘 
されている主なインパクトとして、 
自然生息地の破壊、資源の過剰利用、
汚染、気候変動が特定されています。
最も深刻なインパクトは、原材料の 

採掘・加工といった上流部門において
発生しています。

ロンシャンによるインパクトを詳細に
示すために、5つのマップが作成され
ました。内1つは、自然生息地の破壊
につながるインパクトにフォーカス 
しています。このマップには、活動 
カテゴリ別の影響強度、その影響抑制
に向けた主な対策がまとめられてい 
ます。

マップを活用しながら、レザー製造に
向けた畜産、綿花栽培、金属採掘、 
森林破壊といった主要課題に優先的に
取り組んでいきます。

ロンシャン施設による直接的な影響は
中程度にとどまっているものの、責任
ある水管理、生物多様性を促進する 
開発を通じて、地域社会に働きかけて
いきます。すでに実装されている取り 
組みとして、レザーのトレーサビリ
ティ強化、厳格な排水基準（認証）、
責任ある素材の選定（認証コットン、

リサイクル素材）、パートナー主導に
よる廃棄物のモニタリング、各施設に
おける環境改善が挙げられます。

次のステップとして、牛の飼育農場に
さかのぼるトレーサビリティの強化、
認証素材とリサイクル素材の使用率 
増加が見込まれています。

また、テキスタイルエクスチェンジと
レザーワーキンググループの主導に 
よる「皮革における森林破壊ゼロ行動
計画」といった共同イニシアティブ 
にも名を連ねています。同イニシア
ティブは、2030年までにレザー調達
における森林破壊ゼロ達成を掲げて 
います。具体的な取り組みとして、 
トレーサビリティの向上、調達地域別
のリスク評価、サプライヤーとの対話
を通じた業界共通規格の策定が挙げら
れます。 
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循環型経済の推進

修理から中古品まで  
循環型アプローチ

修理は、ロンシャンの理念における 
一つの礎です。2025年、約8万点の 
製品が修理されています。これは
2024年比で50%増となり、修理が 
製品寿命をのばすキーとなることを 
示しています。カスタマーが交換より 
も修理を優先できるよう、2025年1月
以降、ベネルクス地域で無料の修理 
プログラムが導入されています。 
カスタマー体験を簡素化し、不要な 
配送を削減し、交換の代わりに修理を
定着させることがねらいとされて 
います。2025年9月末までに、 
修理件数がベルギーにおいて58%、 
ルクセンブルクで30%、オランダでは
105%増加し、合計1600件の修理が 
行われました。無料サービスの展開は、 
サービスの質と修理アトリエにおける
稼働性の保証を考慮して、段階的に 
実施されています。修理センター 
ネットワークも拡大され、ロンドンと
上海に新たな拠点を設けることで 
市場との近接性を実現し、高まる地域

需要に対応します。このような拡大 
措置は、持続可能な循環型モデルの 
構築に寄与します。

FAUMEとの提携のもと、フランスに
おける中古品販売サービスを開始 
されています。特化されたプラット
フォームで、認証されたロンシャンの
バッグの売買を行うことができます。
これにより、製品のライフサイクルを
延長し、循環型経済を推進していき 
ます。初の在庫として、800点近くの
アイテムが修理されました。完全に 
オンライン化されたサービスを通じて、 
バッグの売却や、リファービッシュ 
アイテムの購入、ギフトカードとして
のクレジットの受け取りが行えます。
FAUME社によって製品が検査され、
真正性とコンプライアンスが保証され
ています。 

修理、中古品の販売という相補的な 
取り組みを通して、循環型モデルに 
対する取り組みを示し、メゾンの環境
コミットメントの核に製品のサステナ
ビリティが据えられます。

メゾンの素材に新たな命を与える

ロンシャンでは、工房で派生するレ
ザー端材の再利用ソリューション 
開発も手がけています。2025年、
Recycuirとのパートナーシップを 
通じて、約20トンのレザー廃棄物が
リサイクルされ、これらを新たな用途
に再利用することで、社会的で連帯的
な経済を支援しています。この他の 
レザー廃棄物は、おもにフィレバッグ
ラインをはじめとする新たなコレク
ションに取り入れられ、循環型経済を
推進しています。

レザーと並行して、リサイクル素材を
拡大的に利用することを通じて、 
環境インパクトを大々的に推進して 
います。バージン素材と比較して、 
合成素材におけるウォーターフット 
プリントは5分の1、コットンの
ウォーターフットプリントは10分の 
1に削減されます。これらさまざまな
取り組みを通じて、サプライチェーン
における変革を継続し、環境戦略の 
中核に素材イノベーションと循環型 
経済が据えられています。

土地利用変化にまつわるインパクト軽減対策
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ロンシャンより、本レポートの制作に
協力いただいたあらゆる方々、 
そしてご自身の鑑識や取り組みを 
共有してくださったメゾン関係者の 
皆さまに厚いく感謝の意を表します。
以下敬称略で、ジュリエット、 
ポパード、ヘクター・キャスグラン、
エイドリアン・キャスグラン、 

ベレニス・オベール、ヘレナ・ 
ダマス、ルイーズ・デシェイ、 
ジェレミー・ヌンチョング、 
ナリンドラ・ロビン、オリヴィア・ 
フルーレット・ラハリニリナ、 
ヘリフィタヒナ・ラハリミノ、 
ピエレット・ラハニトリニアナ。

また、本レポートの 
アートディレクター ブルーノ・ 
ベルナール、ならびにレポートの 
イラストを担当してくださった 
ヴァンサン・ゴドーの両者にも 
厚い感謝の意を表します。

謝辞、クレジット  




